
木更津工業高等専門学校 環境建設工学専攻 開講年度 平成24年度 (2012年度)
学科到達目標

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修 英語総合 0047 学修単

位 2 2 山本 長
紀

一
般

必
修 人間と文化 0048 学修単

位 2 2 加藤 達
彦

一
般

選
択 ドイツ語演習Ⅰ 0049 学修単

位 1 1 柴田 育
子

一
般

選
択 ドイツ語演習Ⅱ 0050 学修単

位 1 1 柴田 育
子

専
門

必
修 技術英語Ⅰ 0051 学修単

位 2 2 荒木 英
彦

専
門

必
修 材料力学通論 0052 学修単

位 2 2 伊藤 操

専
門

必
修 コンピュータ科学 0053 学修単

位 2 2
丸山 真
佐夫
,和﨑
浩幸

専
門

必
修 問題解決技法 0054 学修単

位 1 1

石出 忠
輝,内
田 洋彰
,石川
雅之
,柏木
康秀
,臼井
邦人
,泉 源
,栗本
育三郎
,岩田
大志
,大久
保 努
,原田
健二

専
門

必
修
選
択

応用数学特論 0055 学修単
位 2 2 田所 勇

樹

専
門

必
修
選
択

応用物理特論 0056 学修単
位 2 2 高谷 博

史

専
門

必
修
選
択

応用化学特論 0057 学修単
位 2 2 佐合 智

弘

専
門

必
修
選
択

環境工学通論 0058 学修単
位 2 2 上村 繁

樹

専
門

必
修
選
択

回路工学 0059 学修単
位 2 2 石川 雅

之

専
門

必
修
選
択

材料学通論 0060 学修単
位 2 2 丸岡 邦

明

専
門

選
択 インターンシップ 0061 学修単

位 2 2 上村 繁
樹

専
門

必
修 特別研究Ⅰ 0062 学修単

位 6 3 3 青木 優
介

専
門

必
修 特別実験 0063 学修単

位 2 2 青木 優
介

専
門

必
修 特別演習Ⅰ 0064 学修単

位 2 1 1

上村 繁
樹,鬼
塚 信弘
,原田
健二

専
門

選
択 環境生物工学 0065 学修単

位 2 2 上村 繁
樹

専
門

選
択 構造数値解析学 0066 学修単

位 2 2
石井 建
樹,原
田 健二



専
門

選
択 応用構造工学 0067 学修単

位 2 2 石井 建
樹

専
門

選
択 環境情報・保全工学 0068 学修単

位 2 2 湯谷 賢
太郎

一
般

必
修 現代文明 0069 学修単

位 2 2 武長 玄
次郎

一
般

必
修 技術倫理 0070 学修単

位 2 2

小谷 俊
博,丸
岡 邦明
,鈴木
聡,上
村 繁樹

専
門

必
修 技術英語Ⅱ 0071 学修単

位 2 2 石出 忠
輝

専
門

必
修 地震防災工学通論 0072 学修単

位 2 2 鬼塚 信
弘

専
門

必
修
選
択

環境化学特論 0073 学修単
位 2 2 佐久間

美紀

専
門

必
修
選
択

創造設計工学 0074 学修単
位 2 2 鴇田 正

俊

専
門

必
修
選
択

磁性材料工学 0075 学修単
位 2 2 飯田 聡

子

専
門

選
択 技術論 0076 学修単

位 1 1

栗本 育
三郎
,鈴木
聡,上
村 繁樹

専
門

必
修 特別研究Ⅱ 0077 学修単

位 8 4 4 青木 優
介

専
門

必
修 特別演習Ⅱ 0078 学修単

位 2 1 1
上村 繁
樹,原
田 健二

専
門

選
択 環境工学特論 0079 学修単

位 2 2 大久保
努

専
門

選
択 応用材料工学 0080 学修単

位 2 2 青木 優
介

専
門

選
択 応用地盤工学 0081 学修単

位 2 2 鬼塚 信
弘



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 ドイツ語演習Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 一般 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 deutsch.com 2 Kursbuch(Hueber, 2009).　 独和辞典
担当教員 柴田 育子
到達目標
ドイツ語の読解力の向上（独検2級、およびCEFR B1レベルの読解力の習得）
ドイツ語の聞き取りの力の向上（独検2級、およびCEFR B1レベルの聞き取り力の習得）
ドイツ語の筆記力の向上（独検2級、およびCEFR B12レベルの筆記力の習得）会話力の向上
ドイツ語会話力の向上（独検2級、およびCEFR B1レベルの会話力の習得）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 あと一歩(可) もっと努力(不可)

評価項目1
ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得している。
（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項をほぼ習得している
。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項をだいたい習得して
いる。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得していない。
（独検2級レベル）

評価項目2
ドイツ語発音の規則にした
がい、イントネーションに
配慮してよどみなくドイツ
語を読むことができる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
イントネーションに配慮し
てドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
内容理解を妨げないレベル
でドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則からの
逸脱が著しく、発している
ドイツ語を聞き手が理解で
きない。

評価項目3
ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現ができ
る。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現がほぼ
できる。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現がだい
たいできる。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現がほと
んどできない。

評価項目4
ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語を習得して
いる。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語をほぼ習得
している。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語をだいたい
習得している。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語をほとんど
習得していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

欧州言語共通参照枠A2+に対応したテキストdeutsch.com 2 を使い、ドイツ語の読解力、聴解力、筆記力、会話力の更
なる向上を目指す。ドイツ語検定2級・欧州言語共通参照枠B1合格が可能となる総合的なドイツ語を身につける。本授業
では、Kreatives Schreiben（クリエイティブライティング）、ドイツ語を「書く力」を向上させることに重点を置く。
自らでテーマを決め、そのテーマについて600語程度の論理的な文章・ドイツ語記事を執筆できるようになる。本授業の
最後には、受講者が自ら決めたテーマに沿ってドイツ語作文を提出する。

授業の進め方・方法

4名のグループを作り、演習形式で授業を進める。授業内で提示された課題を、1)個人、2)ペア、3)グループで解いてい
く。
ドイツ語の聴解力を高めるため、Deutsche Welleのtelenovla，Jojo sucht das Glück（1話5分程度）を毎回視聴する
（ドイツ語Ⅲからの継続視聴）。
ドイツ語の会話力を高めるため、年4回の口頭試験を実施する。
ドイツ社会と文化をより良く理解するため、年間4回程度、ドイツ人講師を招いてProjektunterrichtを実施する。

注意点
ドイツ語Ⅱ・Ⅲからの継続受講を基本とする。ドイツ語Ⅱ・Ⅲで習得した中級レベルのドイツ語の文法事項、CEFR
A2レベルの語彙力を習得しているこが必要である。
独検2級、およびGER:B1の学習内容レベルの授業を行う。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス
自己紹介や他者紹介。これまで学んできた、ドイツ語
やドイツ語圏の文化のどこのようなことに興味を抱い
ているのかを、第三者にドイツ語で説明する。

2週 Lektion　27　Essen EssenとTrinkenについての語彙を増やす（目標50語
）。außerdemを使って文章を作ることができる。

3週 Lektion　27　Essen 接続法Ⅱ式について理解し、実際に文章を作ることが
できる。

4週 Lektion　27　Essen 最上級と比較級の形を理解する。als, wieを使った比
較の文章について理解することができる。

5週 Lektion　28　Stadt-Land Sieを使ったフォーマルな文章表現や常套句について学
ぶ。

6週 Lektion　28　Stadt-Land HauseやMieten（賃貸）に関する語彙を増やす（目標
50語）。

7週 Lektion　28　Stadt-Land 場所を表す副詞について学ぶ。その単語を使って文章
を作ることができる。

8週 Lektion　29　Umwelt ドイツ語で天気予報を聞き、その内容を理解する。

2ndQ

9週 Lektion　29　Umwelt ドイツ語の語順に注意して、条件文wennを使って文
章を作ることができる。

10週 Lektion　29　Umwelt
Eisbärの歌を聴き、空欄埋める（聴解力の向上）。こ
の歌で表現されている環境問題について自分の意見を
述べる。

11週 Lektion　30　Tiere Tiere（動物）についての語彙を増やす（目標50語
）。賛成、反対、拒絶のドイツ語表現を理解する。

12週 Lektion　30　Tiere 定冠詞・不定冠詞・所有冠詞が付いた形容詞の語尾活
用について理解し、文章を作ることができる。

13週 Lektion　30　Tiere
Zoos: Ja oder Nein?の文章を読み、賛成・反対の表
現を使って自分の意見を述べる。また他の人の意見に
コメントする。



14週 Projektunterricht ドイツ人講師を招き、これまで学習してきた内容に関
するプロジェクト授業を行う。

15週 Projektunterricht ドイツ人講師を招き、これまで学習してきた内容に関
するプロジェクト授業を行う。

16週 期末試験 これまでに学習した内容の到達度を確認する。
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 20 0 0 20 0 100
基礎的能力 60 20 0 0 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 ドイツ語演習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 一般 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 deutsch.com 2 Kursbuch(Hueber, 2009).　 独和辞典
担当教員 柴田 育子
到達目標
ドイツ語の読解力の向上（独検2級、およびCEFR B1レベルの読解力の習得）
ドイツ語の聞き取りの力の向上（独検2級、およびCEFR B1レベルの聞き取り力の習得）
ドイツ語の筆記力の向上（独検2級、およびCEFR B12レベルの筆記力の習得）会話力の向上
ドイツ語会話力の向上（独検2級、およびCEFR B1レベルの会話力の習得）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 あと一歩(可) もっと努力(不可)

評価項目1
ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得している。
（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項をほぼ習得している
。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項をだいたい習得して
いる。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得していない。
（独検2級レベル）

評価項目2
ドイツ語発音の規則にした
がい、イントネーションに
配慮してよどみなくドイツ
語を読むことができる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
イントネーションに配慮し
てドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
内容理解を妨げないレベル
でドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則からの
逸脱が著しく、発している
ドイツ語を聞き手が理解で
きない。

評価項目3
ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現ができ
る。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現がほぼ
できる。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現がだい
たいできる。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの会話表現がほと
んどできない。

評価項目4
ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語を習得して
いる。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語をほぼ習得
している。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語をだいたい
習得している。

ドイツ語でGER:B1（中級
）レベルの単語をほとんど
習得していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

欧州言語共通参照枠A2+に対応したテキストdeutsch.com 2 を使い、ドイツ語の読解力、聴解力、筆記力、会話力の更
なる向上を目指す。ドイツ語検定2級・欧州言語共通参照枠B1合格が可能となる総合的なドイツ語を身につける。本授業
では、Generativ Schreiben（ジェネレイティブライティング）：ドイツ語演習Ⅰのクリエイティブライティングから更
にレベルアップして、ジェネレイティブなドイツ語表現ができるようになる。自らでテーマを決め、そのテーマについ
て、高度なドイツ語で記事を執筆できるようになる。特に論理的な構成力を持った、書き言葉としてのドイツ語表現が
できるようになる。本授業の最後には、受講者が自ら決めたテーマに沿って800語程度のドイツ語作文を提出する。

授業の進め方・方法

4名のグループを作り、演習形式で授業を進める。授業内で提示された課題を、1)個人、2)ペア、3)グループで解いてい
く。
ドイツ語の聴解力を高めるため、Deutsche Welleのtelenovla，Jojo sucht das Glück（1話5分程度）を毎回視聴する
（ドイツ語Ⅲからの継続視聴）。
ドイツ語の会話力を高めるため、年4回の口頭試験を実施する。
ドイツ社会と文化をより良く理解するため、年間4回程度、ドイツ人講師を招いてProjektunterrichtを実施する。

注意点
ドイツ語Ⅱ・Ⅲからの継続受講を基本とする。ドイツ語Ⅱ・Ⅲで習得した中級レベルのドイツ語の文法事項、CEFR
A2レベルの語彙力を習得しているこが必要である。
独検2級、およびGER:B1の学習内容レベルの授業を行う。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 Lektion　31　Europa EU-Programmeについての文章を読み、自分の意見を
表明することができる。

2週 Lektion　31　Europa daran, davon, darumなどのPräpositionaladverbに
ついて理解し、実際に使ってみる。

3週 Lektion　31　Europa Europaに関するDas passiert in Europaという文章を
読み、さまざまな考え方について知る。

4週 Lektion　32　Reisen Reisenについての語彙を増やす（目標50語）。過去形
の動詞活用について理解する。

5週 Lektion　32　Reisen
Reisenについての長文を読み、自分の意見を表明する
ことができる。また他の人の意見についてコメントす
る。

6週 Lektion　32　Reisen 動詞＋前置詞の表現についてのバリエーションを増や
す（目標50語）。

7週 Lektion　33　Orientierung
方向や道案内についての語彙を増やす（目標50語）。
道案内についての会話をグループでシミュレーション
してみる。

8週 Lektion　33　Orientierung obwohl, irgend- を使った文章を作ることができる。

4thQ

9週 Lektion　33　Orientierung Stadtrallye in Zürichについての文章を読み、
Zürichについて知る(Landeskunde)。

10週 Lektion   34   Wohnen Wohnenについての語彙を増やす（目標50語）。

11週 Lektion   34   Wohnen
Die erste eigene Bude!という文章を読み、
Wohnenに関する自分の見解を述べる。また他の人に
意見にコメントする。

12週 Lektion   34   Wohnen 前置詞を使った表現について学ぶ。動詞＋前置詞の表
現についてのバリエーションをさらに増やす。

13週 Lektion  35  Familie Familieについての語彙を増やす（目標50語）。

14週 Lektion  35  Familie Familieについての統計を見て、グラフや統計を説明す
る表現を覚える。また実際にその表現を使ってみる。



15週 Lektion  35  Familie Indirekte Frageや副文を使った表現について学ぶ。ま
た実際にその表現を使ってみる。

16週 期末試験 これまでに学習した内容の到達度を確認する。
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 20 0 0 20 0 100
基礎的能力 60 20 0 0 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 材料力学通論
科目基礎情報
科目番号 0052 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 適宜プリントを配布
担当教員 伊藤 操
到達目標
１）応力の概念を説明でき、主応力を求めることができる。
２）応力成分が垂直応力とせん断応力に分けられることを説明できる。
３）公称ひずみと公称応力、公称ひずみと真ひずみ（対数ひずみ）の違いを応力—ひずみ曲線から説明できる。
４）たわみの基礎式よりはりのたわみを計算できる。
５）外力によってなされる仕事と部材に蓄えられるひずみエネルギーの関係を説明できる。
６）カスティリアノの定理により変位、たわみ角、ねじれ角を求めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 応力の概念を説明でき、主応力を
求めることができる。

応力の概念と主応力を説明できる
。

応力の概念と主応力を説明できな
い。

評価項目2
応力成分が垂直応力とせん断応力
に分けられることを説明し、それ
らを計算できる。

応力成分が垂直応力とせん断応力
に分けられることを説明し、それ
らを計算できる。

応力成分が垂直応力とせん断応力
に分けられることを説明できない
。

評価項目3
公称ひずみと公称応力、公称ひず
みと真ひずみ（対数ひずみ）の違
いを応力—ひずみ曲線から説明で
きる。

公称ひずみと公称応力、公称ひず
みと真ひずみ（対数ひずみ）の違
いを説明できる。

公称ひずみと公称応力、公称ひず
みと真ひずみ（対数ひずみ）の違
いを説明できない。

評価項目4
静定はりのたわみを求めることが
でき、不静定はりの基本的問題を
解くことができる。

たわみの基礎式を説明でき、それ
を用いて静定はりのたわみを求め
ることができる。

静定はりのはりのたわみを求める
ことができない。

評価項目5
引張・圧縮、曲げによってなされ
る仕事と部材に蓄えられるひずみ
エネルギーを計算できる。

引張・圧縮、曲げによってなされ
る仕事と部材に蓄えられるひずみ
エネルギーの関係を説明できる。

引張・圧縮、曲げによってなされ
る仕事と部材に蓄えられるひずみ
エネルギーの関係を説明できない
。

評価項目6
カスチリアノの定理を理解し、不
静定はりの問題などに応用できる
。

カスチリアノの定理を理解し、基
本的な問題を解くことができる。

カスチリアノの定理による基礎的
な問題を解くことができるない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本科で学んだ応力の数学的扱い理解し、２次元の主応力を求め、その物理的意味をできることこと、およびエネルギ法

の一つであるカスチリアノの定理を理解し、不静定はりの問題などに応用できることを目指す。
授業の進め方・方法 適宜配布するプリントに従って講義を進める。
注意点 授業時間以上の自学自習を行うことを忘れないように。不明な点などあれば随時質問に訪れること。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 質点から連続体へ ２質点の相互作用から物質の微視的構造を無視できる
レベルの連続体の概念が説明できる。

2週 応力の概念 応力（内力）が仮想的な断面を通して、物体のある部
分と他の部分んお相互作用であることを説明できる。

3週 応力の表記
応力はベクトルであること、物体内の任意の点の応力
状態は９個の応力成分で表記できることを説明できる
。

4週 垂直応力とせん断応力 応力成分が垂直応力とせん断応力に分けられることを
説明できる。

5週 応力—ひずみ曲線 公称ひずみと公称応力、公称ひずみと真ひずみ（対数
ひずみ）の違いを応力—ひずみ曲線から説明できる。

6週 許容応力と安全率 材料の基本的特性である応力—ひずみ線図および構造
物設計に重要な許容応力と安全率を説明できる。

7週 引張とせん断 張とせん断荷重を受ける部材に生じる応力を求めるこ
とができる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 試験返却・解答解説 試験結果を踏まえ、知識・理解不足項目を復習し解消
する。

10週 たわみの基礎式 たわみの基礎式の導出を理解することができる。

11週 はりのたわみ角とたわみ たわみの基礎式を用いて、たわみ角とたわみを求める
ことができる。

12週 弾性ひずみエネルギ 引張（圧縮）、曲げを受ける部材に蓄えられる弾性ひ
ずみエネルギを求めることができる。

13週 マックスウェルの相反定理とカスティリアノの定理 マックスウェルの相反定理を説明でき、スティリアノ
の定理により変位、たわみ角を求めることができる。

14週 二次元応力状態 二次元応力状態の物体の最大応力と主応力の大きさと
作用面を求めることができる。

15週 期末試験
16週 試験返却・解答解説



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 0 0 0 10 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 0 0 0 10 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 コンピュータ科学
科目基礎情報
科目番号 0053 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 稲垣耕作著『理工系のコンピュータ基礎学』コロナ社、2006年、2520円(税込)
担当教員 丸山 真佐夫,和﨑 浩幸
到達目標
コンピュータのソフトウェアとハードウェア、情報通信の原理、構成等を幅広く理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

コンピュータハードウェアの構成 コンピュータのハードウェアの構
成について詳細に説明ができる。

コンピュータのハードウェアの概
要を理解し、基本的な構成につい
て説明ができる。

コンピュータの基本的な構成につ
いて説明ができない。

コンピュータソフトウェアの構成
コンピュータのソフトウェアのの
構成について詳細に説明ができる
。

コンピュータのソフトウェアの概
要について理解し、その基本的な
構成について説明ができる。

コンピュータのソフトウェアの基
本的な構成について説明ができな
い。

オペレーティングシステムの機能
と構成

コンピュータシステムの処理形態
やオペレーティングシステムの機
能について詳細に説明できる。

コンピュータシステムの処理形態
やオペレーティングシステムの機
能について理解し、その基本的な
仕組みなどについて説明できる。

 コンピュータシステムの処理形態
やオペレーティングシステムの基
本的な仕組みなどについて説明で
きない。

情報通信の基本的な仕組み
情報通信の概要を理解し、その基
本的な仕組みについて詳細に説明
できる。

情報通信の概要を理解し、その基
本的な仕組みについて説明できる
。

情報通信の概要を理解できない、
またはその基本的な仕組みについ
て説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 コンピュータのソフトウェアとハードウェア、情報通信について歴史、原理、構成等を学習する。
授業の進め方・方法 一つのトピックについて１～２回程度の講義を実施する。講義の中では、随時小演習を行う。

注意点 コンピュータの情報処理について広く解説を行うので、部分的な問題にとらわれすぎずにシステム全体としての構成や
振る舞いについて、繋がりをもって理解するように心がけること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 コンピュータ処理の開発の歴史(1) コンピュータ開発に至る歴史、コンピュータの世代、
性能向上の過程について説明できる。

2週 CPU・計算機システムの構成、命令セットと機械語(1) プログラム内蔵方式コンピュータの基本構成と動作原
理を説明できる。

3週 CPU・計算機システムの構成、命令セットと機械語(2) 命令セットアーキテクチャの意味、RISCとCISCの違
いについて説明できる。

4週 情報量と2進数による数表現 情報量の定義を説明でき、固定小数点・浮動小数点の
表現が理解できる。

5週 ブール代数と基本論理演算、論理回路
ブール代数による論理積・論理和・論理否定の混じっ
た簡単な計算ができる。論理回路を実現するための回
路動作の基本が理解できる。

6週 組み合わせ回路の設計、順序回路と状態モデル
真理値表から論理式を求めることができる。また、順
序回路について状態遷移図で状態を表すことが理解で
きる。

7週 ハードウェアシステムの構成と概要
コンピュータシステムを構成するハードウェアの概要
について、説明できる。チューリングマシンの概要に
ついて説明できる。

8週 中間試験を実施する。

4thQ

9週 オペレーティングシステムの概要、情報処理の形態
オペレーティングシステムの基本的な役割について、
説明できる。代表的な処理形態について、説明できる
。

10週 通信プロトコル、コンピュータネットワークの構成
ネットワークの形状や規模について理解し、インター
ネットの概要を説明できる。ネットワークプロトコル
の階層構造が理解できる。

11週 アルゴリズムと計算量 代表的なソートアルゴリズムの手順と計算量を説明で
きる。O記法の意味を説明できる。

12週 高級言語とプログラムの構成 プログラミング言語の歴史、プログラミングモデルと
各モデルの代表的な言語を説明できる。

13週 コンパイラの仕組み(1) 典型的なコンパイラの構成を説明できる。

14週 コンパイラの仕組み(2) 演算子順位文法による式の解析手順を理解し実行でき
る。

15週 期末試験を実施する。
16週 必要に応じて補講を行う。

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 90 90
応用的能力 10 10



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 問題解決技法
科目基礎情報
科目番号 0054 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 教員作成資料
担当教員 石出 忠輝,内田 洋彰,石川 雅之,柏木 康秀,臼井 邦人,泉 源,栗本 育三郎,岩田 大志,大久保 努,原田 健二
到達目標
・グループエンカウンター、KJ法を理解し実施できる。
・ポスター等を使った効果的なプレゼンテーションができる。
・テーマ選定から問題解決技法の一連の流れを修得する。チームの一員としての責任を自覚し、相互に協力しながら、問題解決にあたり、解決
策を提案できる。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 グループエンカウンター、KJ法を
理解し実施できる。

グループエンカウンター、KJ法を
理解しある程度実施できる。

グループエンカウンター、KJ法を
理解し実施できない。

評価項目2 効果的なプレゼンテーションがで
きる。

効果的なプレゼンテーションがあ
る程度できる。

効果的なプレゼンテーションがで
きない。

評価項目3

テーマ選定から問題解決技法の一
連の流れを修得する。
チームのリーダとしての責任を自
覚し、相互に協力しながら、問題
解決にあたり、解決策を提案でき
る。

テーマ選定から問題解決技法の一
連の流れを修得する。
チームの一員としての責任を自覚
し、相互に協力しながら、問題解
決にあたり、解決策をある程度提
案できる。

テーマ選定から問題解決技法の一
連の流れを修得できない。
チームの一員としての責任を自覚
せず、相互に協力せず、問題解決
にあたらず、解決策を提案できな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 具体的な地域の問題課題を専攻の枠を超えて、チームを作り企業の方々とのディスカッションにより、問題の本質を探

り、具体的な解決策を提案する。

授業の進め方・方法 ガイダンス、グループエンカウンター演習を実施し、自分と他者の特徴を掴み、KJ法などの問題解決分析手法、アイデ
ア創出の手法を学んだ上で、問題解決のための具体的な演習を行う。最後に報告書をまとめ、発表する。

注意点

・構成的グループエンカウンター法、KJ法等のシステム思考法を学び、チームとしての問題解決演習を実施するため、
特に異分野間を意識した、チーム構成能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、ドキュメント作成能
力が必要となる。
・演習では、様々な場面で出てくる諸問題を準学士課程で培った技術や知識を駆使して、積極的に解決するように心が
けその時々の対処法を記録・整理することが重要である。
・プロジェクト実習では、具体的な課題（条件）に対して、テーマ設定、計画の立案、その条件を克服する解決策の発
見、実施、その考察と発表のための整理が重要である。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、「パーソナルカード作成」と「グループ
エンカウンター」

2週 「ＫＪ法入門」と「ブレーンストーミング」 「ＫＪ法入門」と「ブレーンストーミング」が理解で
きる。

3週 ショックレー創造的思考パターンの「分析と試案作成
」

ショックレー創造的思考パターンの「分析と試案作成
」が理解できる。

4週 問題解決課題提示「企業テーマ」 問題解決課題提示「企業テーマ」が理解できる。

5週 アイデアの仮想工房「企業テーマの解決案」 アイデアの仮想工房「企業テーマの解決案」が提案で
きる。

6週 アイデアの発表会：「企業テーマの解決案の発表」 基本的な解決策が提案できる。
7週 プロジェクト実習(1)　各班ごと プロジェクトの計画ができる。

8週
「プロジェクトアドベンチャー」:身体活動を通したコ
ミュニケーション、
信頼と協力，条件克服による問題解決

チームワークを強化できる。

2ndQ

9週 プロジェクト実習(2)　各班ごと 計画に従い実施できる。
10週 プロジェクト実習(3)　各班ごと 計画に従い実施できる。
11週 プロジェクト実習(4)　各班ごと 計画に従い実施できる。
12週 ロジェクト実習(5)　各班ごと 計画に従い実施できる。

13週 プロジェクト実習(6)　各班ごと
まとめと発表準備 まとめができる。パワーポイント等がまとめられる。

14週 プロジェクト実習発表会(1) 効果的な発表、適切な質疑応答ができる。
15週 プロジェクト実習発表会(2), アンケートほか 効果的な発表、適切な質疑応答ができる。
16週 表彰式、講評 今後に向けての反省ができる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 90 0 0 10 0 100
基礎的能力 0 10 0 0 0 0 10
専門的能力 0 20 0 0 0 0 20
分野横断的能力 ０ 60 0 0 10 0 70



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 応用数学特論
科目基礎情報
科目番号 0055 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：碓氷ほか著『はじめて学ぶベクトル空間』大日本図書、2016年、1600円(＋税)
担当教員 田所 勇樹
到達目標
線形空間、線形写像、固有空間、ジョルダン標準形に関する諸概念を標準的な問題を解くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
学習したベクトル空間の諸概念
（ベクトル空間の定義、基底、次
元）をすべて説明することができ
る。

学習したベクトル空間の諸概念
（ベクトル空間の定義、基底、次
元）をおおよそ説明することがで
きる。

学習したベクトル空間の諸概念
（ベクトル空間の定義、基底、次
元）をほとんどまたは全て説明す
ることができない。

評価項目2

行列や行列式の計算，連立１次方
程式の解法への応用に関する応用
的な問題を解くことができ、また
連立１次方程式と階数の関係を説
明できる。

行列や行列式の計算，連立１次方
程式の解法への応用に関する基本
的な問題を解くことができ、また
連立１次方程式と階数の関係を説
明できる。

行列や行列式の計算，連立１次方
程式の解法への応用に関する基本
的な問題を解くことができない。
また連立１次方程式と階数の関係
を説明できない。

評価項目3
固有値や固有ベクトル、に関する
応用的な問題を解くことができ、
さらに４次までのジョルダン標準
形を求めることができる。

固有値や固有ベクトル、に関する
基本的な問題を解くことができ、
さらに小さいサイズのジョルダン
標準形を求めることができる。

固有値や固有ベクトル、に関する
基本的な問題を解くことができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本科２年生のときに学んだ代数幾何の内容をさらに抽象化した線形空間を学ぶ。具体的にはベクトル空間を土台として
、基底、線形写像、階数などの諸概念や（一般）固有空間を通して、対角化やジョルダン標準形の意味とその計算方法
を学ぶ。

授業の進め方・方法 最初に講義を行い、残り時間は演習を行う。
注意点 授業時間だけで理解することは難しいので、演習問題を積極的に解くことを推奨する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、行列 連立一次方程式と階数の関係や，行列式の性質を理解
し，基本的な演算ができる。

2週 ベクトル空間と線形独立 ベクトル空間、線形独立の基本的な問題を解くことが
できる。

3週 基底 基底であるかどうかを判定することができる。

4週 基底の変換 基底の変換行列の定義を理解し、基本的な問題を解く
ことができる。

5週 内積とシュミットの直交化 内積の定義を理解し，シュミットの直交化で問題を解
くことができる。

6週 線形変換と線型写像 線形変換の定義を理解し、基本的な問題を解くことが
できる。

7週 固有値と固有ベクトル 固有値と固有ベクトルを計算することができる。
8週 中間試験

4thQ

9週 対角化の条件 対角化の条件を説明できる。

10週 対称行列とその応用 対称行列の対角化を計算することができ、応用するこ
とができる。

11週 部分空間 部分空間の定義を理解し、基本的な問題を解くことが
できる。

12週 直交補空間 直交補空間の定義を理解し、基本的な問題を解くこと
ができる。

13週 ベクトル空間 ベクトル空間の定義を理解し、基本的な問題を解くこ
とができる。

14週 ベクトル空間の内積 一般のベクトル空間の内積を説明することができ、基
本的な問題を解くことができる。

15週 定期試験
16週 試験返却および解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 0 0 0 0 10 100
基礎的能力 90 0 0 0 0 10 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 環境工学通論
科目基礎情報
科目番号 0058 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 使用せず
担当教員 上村 繁樹
到達目標
・地球環境問題の現状の概略を説明できる
・地球環境問題の解決に向けての技術者としての役割を考察できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 地球環境問題の現状の概略を説明
できる

地球環境問題の現状の概略をある
程度説明できる 理解していない

評価項目2 地球環境問題の解決に向けての技
術者としての役割を考察できる

地球環境問題の解決に向けての技
術者としての役割をある程度考察
できる

理解していない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 地球環境問題についての理解を深め、各専門分野における技術者として、その問題解決に取り組めるようになる。
授業の進め方・方法 パワーポイントによる講義方式

注意点 この講議では経済学や社会学の知識を要するので、それらの科目をよく復習することが肝要である。また新聞やニュー
スを通じて現在の環境問題に関する情報を収集しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 地球環境問題の概要１ 地球温暖化の概要を理解する
2週 地球環境問題の概要２ 地球温暖化の概要を理解する
3週 地球環境問題の概要３ 地球温暖化の概要を理解する
4週 地球環境問題の概要４ 地球温暖化の概要を理解する
5週 地球環境問題の概要５ オゾン層の破壊を理解する
6週 地球環境問題の概要６ オゾン層の破壊を理解する
7週 地球環境問題の概要７ 酸性雨について理解する
8週 地球環境問題の概要８ 酸性雨について理解する

4thQ

9週 地球環境問題の概要９ 熱帯雨林の減少について理解する
10週 地球環境問題の概要10 熱帯雨林の減少について理解する
11週 地球環境問題の概要11 砂漠化について理解する
12週 地球環境問題の概要12 野生生物種の減少について理解する
13週 地球環境問題の概要13 野生生物種の減少について理解する
14週 地球環境問題の概要14 海洋汚染について理解する
15週 地球環境問題の概要15 人口問題について理解する
16週 地球環境問題の概要16 開発途上国の公害問題について理解する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 40 0 40
専門的能力 0 0 0 0 20 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 40 0 40



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 回路工学
科目基礎情報
科目番号 0059 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 使用せず
担当教員 石川 雅之
到達目標
１．回路素子の特徴が説明でき，簡単な回路の計算ができる。
２．増幅回路の動作が説明でき，基本的な増幅回路の計算ができる。
３．演算増幅器の概要が説明でき，基本回路の設計や簡単な応用回路の計算ができる。
４．電源回路の基本動作が説明できる。
５．回路シミュレータの概要が説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 回路素子の特徴が説明でき，簡単
な回路の計算ができる。

回路素子の概要が説明でき，簡単
な回路の計算ができる。 回路素子の特徴が説明できない。

評価項目2
演算増幅器の概要が説明でき，基
本回路の設計や簡単な応用回路の
計算ができる。

演算増幅器の概要が説明でき，基
本回路の設計ができる。

演算増幅器を用いた基本回路の設
計ができない。

評価項目3 電源回路の動作原理や回路シミュ
レータの概要を説明できる。

電源回路の動作原理または回路シ
ミュレータの概要を説明できる。

電源回路の動作原理や回路シミュ
レータの概要について説明できな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

3専攻共通科目である。
電子回路に代表される回路技術は，全ての工学分野において，計測などを中心に欠かせない基本技術として重要な位置
にある。
ここでは，回路素子，回路解析，増幅回路の基本から，演算増幅器の基礎と応用，電源回路，回路シミュレータについ
て学習する。

授業の進め方・方法 １．授業方法は講義を中心とし、随時演習を取り入れる。

注意点
１．回路特有の考え方に慣れるために，関連した雑誌等を通読することが有効である。
２．問題を解くためにも，簡単な関数電卓の準備が必要である。
３．4回以上のレポートを課すので復習に役立てること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
電子回路の概念 電気回路と電子回路の違いを説明できる

2週 回路素子(1) 抵抗の概要と実際を説明できる
3週 回路素子(2) コンデンサとコイルの概要と実際を説明できる
4週 回路解析(1) 回路解析の基礎を学習し，回路の計算ができる(1)

5週 回路解析(2)
増幅回路の基礎

回路解析の基礎を学習し，回路の計算ができる(2)
増幅の概念と増幅回路の動作量を説明できる

6週 演算増幅器(1)
理想的な演算増幅器と実際の演算増幅器の違いが説明
できる。
ヌラーモデルと演算増幅器の関係を説明できる

7週 演算増幅器(2) 逆相増幅回路と正相増幅回路の動作が説明できる。
8週 中間試験

2ndQ

9週 演算増幅器(3) 簡単な増幅回路が設計できる。

10週 演算増幅器(4) 演算増幅器の非理想性の影響を説明できる。
実際の演算増幅器の状況を説明できる。

11週 演算増幅器(5) 演算増幅器を用いた応用回路の動作や特徴を説明でき
る

12週 電源回路(1) 電源回路の原理と基本構成を説明できる

13週 電源回路(2) リニア電源とスイッチング電源の動作原理を説明でき
る

14週 回路シミュレーション(1) Pspice等の回路シミュレータの概要を説明できる
15週 回路シミュレーション(2) 回路シミュレータの簡単な使い方を説明できる
16週 定期試験

評価割合
試験 レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 90% 10% 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 0061 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 上村 繁樹
到達目標
就業経験をとうして、仕事の進め方、人とのコミュニケーションを身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 就業体験をとおして、自らの能力
を高めることができる。

就業体験をとおして、自らの能力
を高めることがある程度できる。

就業体験をとおして、自らの能力
を高めることができない

評価項目2 仕事の進め方を理解することがで
きる。

仕事の進め方を理解することがあ
る程度できる。

仕事の進め方を理解することがで
きない。

評価項目3 人ととのコミュニケーション力を
身につけることができる。

人ととのコミュニケーション力を
身につけることがある程度できる
。

、人ととのコミュニケーション力
を身につけることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 企業、大学等のインターンシップに応募し、体験する。

授業の進め方・方法 数週間の現場体験をとおして、具体的な課題に取り組むことにより、実地の課題を解決しながら、報告書等まとめる。
最後に、プレゼンテーションを実施する。

注意点 企業や大学の組織の中に入るので、情報漏洩など細心の注意を払うこと。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
2週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
3週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
4週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 80 0 0 30 0 110
基礎的能力 0 10 0 0 10 0 20
専門的能力 0 10 0 0 10 0 20
分野横断的能力 0 60 0 0 10 0 70



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 特別研究Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0062 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 6
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 各研究テーマに関する参考書や学術論文
担当教員 青木 優介
到達目標
・ 研究成果について、発表・討論する能力を身につける。
・ 与えられたテーマについての専門知識を身につける。
・ これまで学んだ専門科目の知識を活用し、自発的に問題を解決する能力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 研究成果について、発表・討論す
る応用能力を身につける。

研究成果について、発表・討論す
る能力を身につける。

研究成果について、発表・討論す
る能力を身につけられない。

評価項目2 与えられたテーマについての専門
知識の応用を身につける。

与えられたテーマについての専門
知識を身につける。

与えられたテーマについての専門
知識を身につけられない。

評価項目3
これまで学んだ専門科目の知識を
活用し、自発的に問題を解決する
応用能力を身につける。

これまで学んだ専門科目の知識を
活用し、自発的に問題を解決する
能力を身につける。

これまで学んだ専門科目の知識を
活用し、自発的に問題を解決する
能力を身につけられない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等



概要

特別研究中間発表会：年度末に実施する。
特別研究年間報告書：年度末に提出する。
予定される研究テーマを以下に示す。

主　査：石川　雅朗
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：魚道の水理特性と魚の遡上行動特性

主　査：上村繁樹
副　査：大久保努
テーマ：DHSリアクターにおける重金属蓄積機構の解明

主　査：鬼塚信弘
副　査：石井建樹
テーマ：砂鉄混合土の液状化強度特性

主　査：鬼塚信弘
副　査：青木優介
テーマ：フライアッシュ混合土の強度特性

主　査：島﨑彦人
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：人工衛星リモートセンシングによる広域環境監視

主　査：島﨑彦人
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：小型無人航空機システムを用いた生息環境調査

主　査：島﨑彦人
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：エージェントベースモデルによる環境動態シミュレーション

主　査：青木優介
副　査：鬼塚信弘
テーマ：高温の溶融金属の落下を受けたコンクリートの損傷状況

主　査：青木優介
副　査：鬼塚信弘
テーマ：鉄粉散布法による鋼材腐食発生限界塩化物イオン濃度の設定に関する検討

主　査：青木優介
副　査：石井建樹
テーマ：新設コンクリート中の鋼材腐食発生限界塩化物イオン濃度の早期判定手法

主　査：青木優介
副　査：石井建樹
テーマ：硝酸銀溶液噴霧法の実施時の各種条件が結果に与える影響

主　査：石井建樹
副　査：青木優介
テーマ：複合材料における強度発現メカニズムの解明

主　査：石井建樹
副　査：青木優介
テーマ：複合材料における微視的異方性の影響

主　査：湯谷賢太郎
副　査：島﨑彦人
テーマ：トウキョウサンショウウオの基礎的生態と保全に関する研究

主　査：大久保努
副　査：上村繁樹
テーマ：灌漑利用時におけるノロウイルスを対象とした定量的微生物リスク評価

授業の進め方・方法
研究は主査教員、副査教員の指導のもと、年間を通して自ら自主的に進める。研究の成果を特別研究中間発表会にて発
表し、デザイン能力やコミュニケーション能力を高めるとともに、特別研究年間報告書を作成して論理的記述力を高め
る。

注意点 研究は自ら思考して自主的に進めるものであり、講義や実験とは全く異質のものであることを認識することが大切であ
る。研究成果を学会等で発表することは、研究の客観的評価が得られるため、積極的な外部への発表を心がける。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 研究テーマの選定と研究計画 研究テーマの選定と研究計画を立てることができる。
2週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
3週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
4週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
5週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
6週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
7週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
8週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。

2ndQ

9週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
10週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
11週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
12週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
13週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
14週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
15週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。



16週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。

後期

3rdQ

1週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
2週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
3週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
4週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
5週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。

6週 抄録作成 専門知識を身につけ、その知識を活用しながら論理的
な抄録を作成することができる。

7週 発表資料作成 研究成果について、発表・討論するための発表資料を
作成することができる。

8週 発表練習 研究成果について、発表・討論するための練習を行う
ことができる。

4thQ

9週 特別研究中間発表会 研究成果について、発表・討論することができる。
10週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
11週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
12週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
13週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
14週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
15週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。

16週 研究の統括
年間を通して、専門科目の知識を活用し、自発的に問
題を解決する能力を身につけたかどうかを確認するこ
とができる。

評価割合
発表会 報告書 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 60 40 100
分野横断的能力 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 特別実験
科目基礎情報
科目番号 0063 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 指定しない
担当教員 青木 優介
到達目標
実験課題を通じて、計画立案、実践技術を身に付けるとともに、データ解析・検討・考察により、報告書の作成能力を高めること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

実践的な技術の調査 課題達成に必要な情報を自ら収集
することができる．

課題達成に必要な情報をこれまで
に学んだ知識から見出すことがで
きる．

必要な情報を収集できない．

問題解決 調査した情報に基づいて，問題解
決へ向けた対応ができる．

調査した情報を模倣して，問題解
決へ向けた対応ができる． 問題解決できない．

結果分析
実験結果に対して，独自の着眼点
と理論的根拠に基づいた分析がで
きる．

実験結果に対して，定型どおりの
データ整理ができる．

実験結果に対して，データ整理が
できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 環境建設工学に関する実験課題を通じて、計画立案，実践技術を身に付けるとともに、データ解析・検討・考察に

より、報告書の作成能力を養うこと。

授業の進め方・方法 実験実習科目であるが、これまでに学習したすべての科目を復習するとともに、次の作業に向けた準備や スケ
ジュール管理などを行いながら、自ら進んで予習・復習を行うこと。

注意点 実験テーマと関係する専門科目や数学、物理学の専門基礎科目も含めて、実験に対してしっかりと
準備して、計画、設計、施工を順序立てて行い、評価試験に備えること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 課題説明
2週 製作の計画 設計・製作に向けた実施計画を立てる
3週 製作の計画 設計・製作に向けた実施計画を立てる
4週 製作の計画 設計・製作に向けた実施計画を立てる
5週 設計計算書の作成 設計計算書を作成する
6週 設計計算書の作成 設計計算書を作成する
7週 設計計算書の作成 設計計算書を作成する
8週 設計計算書の作成 設計計算書を作成する

4thQ

9週 設計計算書の作成 設計計算書を作成する
10週 模型製作 設計計算書に従い，評価試験用の模型を作成する．
11週 模型製作 設計計算書に従い，評価試験用の模型を作成する．
12週 模型製作 設計計算書に従い，評価試験用の模型を作成する．
13週 模型製作 設計計算書に従い，評価試験用の模型を作成する．
14週 評価試験 評価試験を実施して，設計計算書との違いを考察する
15週 レポート作成 レポートを作成する．
16週 レポート作成 レポートを作成する．

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 20 10 0 0 50 20 100
基礎的能力 10 10 0 0 20 10 50
専門的能力 10 0 0 0 30 10 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 特別演習Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0064 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 指定しない
担当教員 上村 繁樹,鬼塚 信弘,原田 健二
到達目標
本科で学んだ専門的知識だけにとらわれず，人文・社会学や一般自然科学についての知識も総合し，与えられた課題に取り組み，成果を上げる
ことができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

知識の総合化
複数の知識を総合し，応用的な課
題に対して成果を上げることがで
きる．

複数の知識を総合し，基本的な課
題に対して成果を上げることがで
きる．

複数の知識を総合できず，基本的
な課題に対しても成果を上げるこ
とができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本講義は，専門科目，人文・社会学や一般自然科学を含めた広く本科で学んだ内容を総合して課題に取り組むものであ

る．
授業の進め方・方法 本講義は複数の担当者により実施される．進め方や授業内容・方法は担当者により異なる．

注意点

本年度は，
テーマ1：木更津学（担当：上村）
テーマ2：木更津市のまちづくりについて（担当：湯谷）
テーマ3：水工学に関する学習（担当：石川）
の3名により実施される．それぞれ集合場所や進め方が異なるので，それぞれの第1回目の授業前によく確認しておくこ
と．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 木更津学①（4/7）
2週 木更津学②（4/14）
3週 木更津学③（4/21）
4週 木更津学④（5/12）
5週 木更津学⑤（5/19）
6週 木更津学⑥（5/26）
7週 木更津学⑦（6/2）
8週 木更津学⑧（6/9）

2ndQ

9週 木更津学⑨（6/16）
10週 木更津学⑩（6/23）
11週 木更津市のまちづくり①（6/30）
12週 木更津市のまちづくり②（7/7）
13週 木更津市のまちづくり③（7/14）
14週 木更津市のまちづくり④（7/21）
15週 木更津市のまちづくり⑤（7/28）
16週

後期

3rdQ

1週 木更津市のまちづくり⑥（10/6）
2週 木更津市のまちづくり⑦（10/13）
3週 木更津市のまちづくり⑧（10/20）
4週 木更津市のまちづくり⑨（10/27）
5週 木更津市のまちづくり⑩（11/10）
6週 水工学に関する学習①（11/17）
7週 水工学に関する学習②（11/24）
8週 水工学に関する学習③（12/1）

4thQ

9週 水工学に関する学習④（12/8）
10週 水工学に関する学習⑤（12/22）
11週 水工学に関する学習⑥（1/12）
12週 水工学に関する学習⑦（1/17）
13週 水工学に関する学習⑧（1/26）
14週 水工学に関する学習⑨（2/2）
15週 水工学に関する学習⑩（2/9）
16週

評価割合
課題，レポート，発表等 合計

総合評価割合 100 100
知識の総合化 100 100



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 環境生物工学
科目基礎情報
科目番号 0065 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリントを配付
担当教員 上村 繁樹
到達目標
・バイオレメディエーションの基本的な理論とその応用事例について説明できる
・環境浄化に関わる生物学の基礎知識について説明できる
・酵素反応速度の発展的な計算や基礎的な生体反応の簡単な熱力学計算ができる
・ 　分子生物学の基礎とその環境微生物検出の応用について説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1 応用問題が解ける 十分な理解を得ている 理解していない
評価項目2 応用問題が解ける 十分な理解を得ている 理解していない
評価項目3 応用問題が解ける 十分な理解を得ている 理解していない
評価項目4 応用問題が解ける 十分な理解を得ている 理解していない
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 建設工学でも昨今は環境保全のためにバイオレメディエーションの知識や応用力が必要とされる。本講義では、バイオ

レメディエーションの理解と応用のための、生物工学的な基礎知識と応用問題を学習する。
授業の進め方・方法 講義形式が主だが、演習・レポート課題も多く行う。

注意点 本科目では、環境浄化、環境修復を論じるうえで、欠かすことのできない基礎知識の修得を目的とするため、化学、生
物学などをよく復習し、解らなければ随時質問に来ること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 バイオレメディエーション１ バイオレメディエーションの理論とその応用事例を理
解する

2週 バイオレメディエーション２ バイオレメディエーションの理論とその応用事例を理
解する

3週 バイオレメディエーション３ バイオレメディエーションの理論とその応用事例を理
解する

4週 バイオレメディエーション４ バイオレメディエーションの理論とその応用事例を理
解する

5週 生物学の基礎１ 細胞構造や遺伝子、遺伝情報の伝達、酵素反応などの
基礎知識を理解する

6週 生物学の基礎２ 細胞構造や遺伝子、遺伝情報の伝達、酵素反応などの
基礎知識を理解する

7週 生物学の基礎３ 細胞構造や遺伝子、遺伝情報の伝達、酵素反応などの
基礎知識を理解する

8週 生物学の基礎４ 細胞構造や遺伝子、遺伝情報の伝達、酵素反応などの
基礎知識を理解する

2ndQ

9週 生物学の基礎５ 細胞構造や遺伝子、遺伝情報の伝達、酵素反応などの
基礎知識を理解する

10週 酵素反応速度論１ ミカエルス・メンテン式とその発展形の理論を理解す
る

11週 酵素反応速度論２ ミカエルス・メンテン式とその発展形の理論を理解す
る

12週 酵素反応速度論３ ミカエルス・メンテン式とその発展形の理論を理解す
る

13週 分子生物学の基礎１ 分子生物学の基礎およびその応用としての特定遺伝子
検出技術の理論を理解する

14週 分子生物学の基礎２ 分子生物学の基礎およびその応用としての特定遺伝子
検出技術の理論を理解する

15週 熱力学１ 平衡熱力学と生体反応の関係を理解する
16週 熱力学２ 平衡熱力学と生体反応の関係を理解する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 0 60
専門的能力 20 0 0 0 20 0 40
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 構造数値解析学
科目基礎情報
科目番号 0066 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 なし
担当教員 石井 建樹,原田 健二
到達目標
数値計算手法の基礎を理解し，弾性体の力学的挙動解析のための技術の基礎を習得すること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

梁の曲げ振動モード
梁の曲げ振動モードを理解し，複
雑な境界条件の振動モードを算出
できる

梁の曲げ振動モードを理解し，簡
単な境界条件の振動モードを算出
できる

梁の曲げ振動モードを算出できな
い

部材の剛性マトリックス 部材の剛性マトリックスの基礎を
理解し，一般式を誘導できる

部材の剛性マトリックスの基礎を
理解できる

部材の剛性マトリックスを理解で
きない

有限要素法の基礎 有限要素法の基礎式を理解し，解
のメッシュ依存性を理解できる 有限要素法の基礎式を理解できる 有限要素法の基礎式を理解できな

い
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 これまでに学習した構造力学の内容を踏まえて、数値解析手法について学習する。また有限要素法を適用した構造計算

について学ぶ。

授業の進め方・方法
・授業時間に対して倍の時間の予習・復習を行うこと。
・授業中に演習問題を課すので、解答できるようになるまで何度でも復習すること。
・補助教科書として，以下の書籍を挙げておくので，適宜参考にして学習の助けとすること。
　(1)柴田明徳 著『最新 耐震構造解析(第２版)』森北出版，2007年

注意点 本授業は，講義を通じて骨組構造物の振動解析の基礎を理解すること，有限要素解析の基礎を理解することが目的であ
り，あいまいな点があれば随時質問に訪れること．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 梁の曲げ振動 梁の曲げ振動モードを算出できる
2週 梁の曲げ振動 梁の曲げ振動モードを算出できる
3週 梁の曲げ振動 梁の曲げ振動モードを算出できる
4週 部材の剛性マトリックス 部材の剛性マトリックスの一般式を誘導できる
5週 部材の剛性マトリックス 部材の剛性マトリックスの一般式を誘導できる
6週 部材の剛性マトリックス 部材の剛性マトリックスの一般式を誘導できる
7週 部材の剛性マトリックス 部材の剛性マトリックスの一般式を誘導できる
8週 後期中間試験 後期中間試験までの内容

4thQ

9週 有限要素法の基礎 有限要素法の基礎式を理解できる
10週 有限要素法の基礎 有限要素法の基礎式を理解できる
11週 有限要素法の基礎 有限要素法の基礎式を理解できる
12週 有限要素法による解法 有限要素法による構造計算ができる
13週 有限要素法による解法 有限要素法による構造計算ができる
14週 有限要素法による解法 有限要素法による構造計算ができる
15週 後期定期試験 後期定期試験までの内容
16週 後期定期試験の解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ レポート その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 40 0 40
専門的能力 0 0 0 0 0 60 0 60
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 応用構造工学
科目基礎情報
科目番号 0067 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント配布
担当教員 石井 建樹
到達目標
応力，ひずみ，構成則について理解でき，有限要素法の基本的な考え方を理解できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

応力，ひずみ 応力，ひずみをテンソルとして理
解できる． 応力，ひずみを理解できる． 応力，ひずみを理解できない．

構成則 構成則の役割を正しく理解できる 構成則の概念を理解できる． 構成則の概念を理解できない．

有限要素法 要素，物理法則などの有限要素法
における概念を正しく理解できる

要素，物理法則などの役割を理解
し，有限要素法のイメージができ
る．

有限要素法をイメージできない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 固体力学を例として，物理法則や有限要素などの考え方を学び，有限要素法の全体像とその算出結果について学ぶ．

授業の進め方・方法

・授業90分に対して，倍以上の予習及び復習を行うこと．
・これまで学習した力学に関する知識を整理しながらまとめ直しておくことが望ましい．
・補助教科書として，以下の書籍を挙げておくので，適宜，理解の助けとすること．
　(1)泉聡志・酒井信介著『実践有限要素法シミュレーション』森北出版、2008年
　(2)A First Course in Finite Elements, J. Fish and T. Belytschko(訳本:有限要素法,山田 貴博監訳,永井学士,松井和
己訳)他

注意点 これまで学習した力学の知識を用いるので，必要に応じて復習することが肝要である．
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 産業界における有限要素法の活用事例などを学ぶ．

2週 応力，ひずみ，構成則 線形弾性体を例に，応力，ひずみ，構成則について学
ぶ．

3週 応力，ひずみ，構成則 線形弾性体を例に，応力，ひずみ，構成則について学
ぶ．

4週 応力，ひずみ，構成則 線形弾性体を例に，応力，ひずみ，構成則について学
ぶ．

5週 応力，ひずみ，構成則 線形弾性体を例に，応力，ひずみ，構成則について学
ぶ．

6週 平面応力，平面ひずみ ２次元問題における構成則の考え方を学ぶ．
7週 平面応力，平面ひずみ ２次元問題における構成則の考え方を学ぶ．
8週 中間試験 中間試験までの内容

2ndQ

9週 有限要素近似 要素の役割について学ぶ
10週 有限要素近似 要素の役割について学ぶ
11週 剛性方程式 要素剛性，全体剛性について学ぶ
12週 剛性方程式 要素剛性，全体剛性について学ぶ

13週 境界値問題 境界条件の必要性について学び，その解法について学
習する．

14週 物体の変形と物体に生じる応力 物体の変形と物体に生じる応力の計算方法について学
ぶ

15週 定期試験 これまでの学習内容
16週 解説 解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 10 0 40
専門的能力 50 0 0 0 10 0 60
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 環境情報・保全工学
科目基礎情報
科目番号 0068 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 特に定めない．必要に応じて資料を配布する．
担当教員 湯谷 賢太郎
到達目標
都市計画の概観を理解し，今後の都市の在り方について自ら考え意見を述べることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

都市計画の基礎 都市計画の基礎的事項について説
明できる

都市計画の基礎的事項について概
ね説明できる

都市計画の基礎的内容を理解でき
ない

都市の抱える問題
現在の都市の抱える問題を理解し
，解決に向けた取り組みについて
説明できる

現在の都市の抱える問題を理解し
ている

現在の都市の抱える問題を知らな
い

今後の都市の在り方
今後の都市の在り方について，自
らの考えを持ち，それを説明でき
る

今後の都市の在り方について，自
らの意見がある

今後の都市の在り方について，自
らの意見がない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本講義では，所謂「都市計画」について学ぶ。基本的事項の他に，現在の都市が抱える少子高齢化，人口減少，中心市

街地の衰退などについても学ぶ。

授業の進め方・方法

講義は，板書の他にプロジェクターで図表や写真を提示しながら進める。
成績の評価は，出席シート（20%）とレポート（80%）で行う。

参考図書：
・平田登基男，他『都市計画 (環境・都市システム系教科書シリーズ)』コロナ社，2007年
・日笠端，日端康雄『都市計画 第3版増補』共立出版，2015年
※都市計画関連書籍は教科書以外にも多数出版されているので，ぜひ興味がある本を読んでもらいたい。

注意点
本講義は選択科目である。自分の興味や進路などをよく考慮の上，受講してもらいたい。都市計画は土木環境工学のす
べての分野に関連する根本ともいうべき内容であるが，本科では学んでこなかった。特に公務員志望者は是非この機会
にしっかりと学んでほしい。また，本講義では学ぶだけでなく，自分の考えをしっかり持つことが大切である。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
2週 都市の歴史と理想都市
3週 都市の歴史と理想都市
4週 都市計画と関連法規
5週 都市計画と関連法規
6週 都市計画の策定
7週 都市計画の策定
8週 土地利用計画

4thQ

9週 土地利用計画
10週 都市交通と都市交通施設
11週 都市交通と都市交通施設
12週 都市の抱える問題
13週 都市の抱える問題
14週 課題の説明と作成
15週 課題の説明と作成
16週

評価割合
出席シート レポート 合計

総合評価割合 20 80 100
都市計画の基礎 20 40 60
都市の抱える問題 0 20 20
今後の都市の在り方 0 20 20



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 技術英語Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0071 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 Basic English for Science (南雲堂)
担当教員 石出 忠輝
到達目標
1.英語で書かれた科学・技術論文における特徴的な英語表現を理解し，専門分野に関する情報を英語で表現できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
英語で書かれた科学・技術論文に
おける特徴的な英語表現を理解し
，専門分野に関する情報を英語で
表現できる．

語で書かれた科学・技術論文にお
ける特徴的な英語表現を理解でき
る．

左記ができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本授業は，国際会議等における学術論文の作成及びプレゼンテーションに必要な実用的英語表現について学ぶ．

授業の進め方・方法
教科書に沿って，英語による対話方式の講義を進めていく．
数字や記号の読み方を，リスニング，ディクテーションを繰り返しながら学んでいく．
毎週，復習し，応用力を高めるための宿題を課す．

注意点
インターネットやテレビ番組等を用いて英文コンテンツに毎日接し，英語に慣れることが肝要である．
授業で取り上げた英語表現を繰り返し音読し，日々の研究活動の中で積極的に取り入れていく姿勢が望まれる．
不明な点がないよう各自しっかり復習し，わからなければ随時質問に訪れること．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Dimensions，Angles and Lines 物体の形状や大きさ，様々な角度と線についての英語
表現ができる．

2週 Basic Formulae 基本的な数式の読み方を説明できる．
3週 More Complex Formulae ギリシャ文字を含む複雑な式の読み方を説明できる．

4週 Position，Movements and Actions 物の位置を表す前置詞，動作を表す動詞，方向を表す
副詞句を説明できる．

5週 Qualities of Materials 物質の性質を表す英語表現ができる．
6週 Classification，Definition and Description 物質の分類，定義を表す英語表現ができる．
7週 More Description 物の描写の英語表現ができる．
8週 Consolidation(1) 第1～7週までの復習を行い，理解度を高める．

2ndQ

9週 Instructions and Explanations 指示を与える動詞やプロセスの説明の仕方に関する英
語表現ができる．

10週 Cause and Reason, and Similarity，Comparison
and Contrast

原因と結果，ものを比較・対照する英語表現ができる
．

11週 Probable and Hypothetical Result，Possible Cause
and Result 結果を予想・仮定する英語表現ができる．

12週 Reporting Actions 英文によるレポートの書き方を説明できる．

13週 Stating Conclusions，Describing an Experiment 英文による結論の述べ方，実験内容の記述の仕方を説
明できる．

14週 Stating Results 英文による実験結果の述べ方を説明できる．
15週 Consolidation(2) 第9～14週までの復習を行い，理解度を高める．
16週 前期定期試験 試験実施

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 30 0 0 0 0 70 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 30 0 0 0 0 70 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 地震防災工学通論
科目基礎情報
科目番号 0072 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 配布資料
担当教員 鬼塚 信弘
到達目標
・地震の基礎知識を理解することができる。
・地震防災の基礎知識を理解し、設定したテーマのレポートを作成することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 地震防災工学に関する基礎知識を
幅広く理解できる。

地震防災工学に関する基礎知識を
理解できる。

地震防災工学に関する基礎知識を
理解できない。

評価項目2 地震時の自主防災マップの作成方
法の応用を習得できる。

地震時の自主防災マップの作成方
法の応用を習得できる。

地震時の自主防災マップの作成方
法を習得できない。

評価項目3 地震防災リーダーとしての資質を
幅広く身に付けている。

地震防災リーダーとしての資質を
身に付けている。

地震防災リーダーとしての資質を
身に付けていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

近年、世界各地で地震が多発し、特に環太平洋にある日本では4つのプレートがあり、大きな地震を引き起こす可能性か
高くなっている。本講義では断層、地震動とがけ崩れ・地すべり、断層の変位、津波、液状化等について、被災状況の
調査資料、ビデオなどを用いながら理解を深め、地震時の防災のあり方を学習する。本講義を通して、地域や家庭、職
場での地震防災リーダーとしての資質を身に付けてもらうことを目標とする。

授業の進め方・方法
授業は教室で配布資料に沿って行う講義形式で、毎授業時間内で課題、授業時間外でも課題を課す。授業内容・方法は
地震と断層、地震動とがけ崩れ・地すべり、断層の変位、津波と地殻変動、液状化、地震発生に伴う火災、被災に遭っ
た人々の心理、地震時の適切な避難方法と心構え、地震時の自主防災マップの作成の内容を講義を通して理解を深める
。

注意点
地震、地震防災に関する話題はテレビやインターネット、新聞などにしばしば取り上げられているのでこれらの話題に
関心を持つ同時に、図書館に揃えてある地震関連図書にも関心を持つ。授業90分に対して、配布資料やインターネット
、新聞などを活用して180分以上の予習・復習を行うこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 地震防災工学通論の学際的な科目の位置付けと概要に
ついて理解できる。

2週 地震と断層 地震と断層について理解できる。
3週 地震動とがけ崩れ・地すべり 地震動とがけ崩れ・地すべりについて理解できる。
4週 断層の変位 断層の変位について理解できる。
5週 津波と地殻変動 津波と地殻変動について理解できる。
6週 液状化 液状化について理解できる。
7週 地震発生に伴う火災 地震発生に伴う火災について理解できる。
8週 後期中間試験 後期中間試験までの学習内容を理解できる。

4thQ

9週 後期中間試験の解説
被災に遭った人々の心理

後期中間試験答案を返却し、解説を受けて確認できる
。被災に遭った人々の心理を理解できる。

10週 地震時の適切な避難方法と心構え地震時の自主防災マ
ップの作成

地震時の適切な避難方法と心構えを理解できる。地震
を想定した自主防災マップの課題を提示する。

11週 地震時の自主防災マップの作成 地震を想定した自主防災マップを作成できる。
12週 地震時の自主防災マップの作成 地震を想定した自主防災マップを作成できる。
13週 地震時の自主防災マップの作成 地震を想定した自主防災マップを作成できる。
14週 地震時の自主防災マップの作成 地震を想定した自主防災マップを作成できる。
15週 後期定期試験 実施しない。
16週 後期定期課題の解説 後期定期課題の解説を受けて、確認できる。

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 40 60 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 40 60 100
分野横断的能力 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 創造設計工学
科目基礎情報
科目番号 0074 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 資料を配付
担当教員 鴇田 正俊
到達目標
１．工学的問題の本質を理解し、解決すべき問題を設定する手法を理解できる。
２．工学的問題を順序だてて論理的に解析する手法を理解できる。
３．物理原理、数学的解釈を使って具体的な工学的問題を解析し処理できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 問題の本質を理解でき解くべき問
題を設定できる 問題設定の手法を理解できる 問題の本質を理解できない

評価項目2 論理的な解析できる 論理的解決手法を理解できる 論理的解決手法を理解できない

評価項目3 問題を数学的解釈を使って解析で
きる

問題の数学的解釈の手法を理解で
きる 数学的解釈の手法を理解できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
工学的問題を実際的に解決するための次のような手法について学ぶ。
　○　問題の本質を理解し、解くべき問題をきちんと設定する。
　○　物理的、数学的解釈を適用し問題を解析し処理する。
　○　得た結論を吟味し、知見の整理と一般化を行う。

授業の進め方・方法
授業では解けるようになって欲しい実際的な問題を出す。問題は学科の専門に関係なく簡単な物理法則を理解できれば
解けるような内容である。これを専門家として実際にどのような段階に分けて処理するかを学ぶ。その後同様の問題を
今度は学生自身が自分の着想で処理する機会を与え、グループ等でディスカッションしながら手法の理解を深める。

注意点 問題に対し出来るだけ自分自身の着想で処理し解決できるよう努力して欲しい。また、得られた答えは必ずいろいろな
角度から吟味するような態度を身につけて欲しい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 工学的問題を処理する手法 工学邸問題の基本的概念を理解する
2週 問題を実際に処理していく手法を理解する

3週 加速度計の設計 加速度を測定する機器の設計を例として問題の本質を
理解する

4週 簡単な物理原理を利用して解析する手法を理解する

5週 得た結論を吟味し、知見の整理と一般化手法を理解す
る

6週 磁気テープ装置の設計
　キャプスン直径の設計 問題の本質を理解する

7週 物理原理を利用してを利用して解析する手法を理解す
る

8週 得た結論を吟味し、知見の整理と一般化手法を理解す
る

2ndQ

9週 磁気テープ装置の設計
　高速リワインドの設計

問題の本質を理解し数学的解釈を使って解析する方法
を理解する

10週 得た結論を吟味し、知見の整理と一般化手法を理解す
る

11週 湯気で曇らない鏡の設計 伝熱等の基本的法則を理解し、解くべき問題を設定で
きる

12週 物理原理、数学的解釈を利用して問題を解決できる
13週 得た結論を吟味し、知見の整理と一般化ができる

14週 抵抗検査装置の設計
数学的解析をまったく使わない 問題の本質を理解し、解くべき問題を設定する。

15週 一度得た解を吟味し、他の解決策を検討する方法を理
解する

16週 期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 30 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 0 0 30 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 技術論
科目基礎情報
科目番号 0076 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 栗本 育三郎,鈴木 聡,上村 繁樹
到達目標
・技術史についてその概要を理解し説明することができる。
・技術開発や研究成果の権利化、知的財産権ついて修得する。
・身近な環境問題についての認識を深め、科学的に環境を見る眼を修得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 技術史についてその概要を理解し
人に説明することができる。

技術史についてその概要を理解し
ある程度説明することができる。

技術史についてその概要を理解し
説明することができない。

評価項目2 技術開発や研究成果の権利化、知
的財産権ついて修得できる。

技術開発や研究成果の権利化、知
的財産権ついてある程度修得でき
る。

技術開発や研究成果の権利化、知
的財産権ついて修得できない。

評価項目3
身近な環境問題についての認識を
深め、科学的に環境を見る眼を修
得できる。

身近な環境問題についての認識を
深め、科学的に環境を見る眼をあ
る程度修得できる。

身近な環境問題についての認識を
深め、科学的に環境を見る眼を修
得できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 我が国における近代工業教育の発生過程を振返り、技術と人のかかわり、発明と技術、知的所有権、失敗から学ぶ事例

などを考察する。

授業の進め方・方法

・技術論のガイダンス、各テーマの説明
・技術とは何か、どのように歴史的に形成されたか
・発明と技術・知識の資産化について
・科学技術の安全性について考える
・座談会とアンケート
の講義と演習を実施する。

注意点 ・技術とは何か、モノ作りとは何か、技術と人間社会との係わり合いの視点から考察することを勧める。
・科学技術が人間の生活を快適にすると共に、その負の側面にも目を向けて科学技術を洞察すること勧める。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、ビデオ観賞　明治，工部大学校 ガイダンスを理解できる。工業立国のスタートを理解
できる。

2週 ものづくりの形成とその歴史 1 ものづくりの形成とその歴史 1が理解できる。

3週 ものづくりの形成とその歴史 2 ものづくりの形成とその歴史 ２が理解できる。幕末か
ら明治にかけて言志録の果たした役割を理解できる。

4週 ものづくりの形成とその歴史 3 ものづくりの形成とその歴史 3を理解し、工部大学校
の設立経緯と発展が説明できる。

5週 ものづくりの形成とその歴史 4 ものづくりの形成とその歴史 ４を理解し、全体の要旨
をまとめることができる。

6週 技術の発明と知的所有権1 技術の発明と知的所有権1が理解できる。
7週 技術の発明と知的所有権2 技術の発明と知的所有権２が理解できる。
8週 技術の発明と知的所有権3 技術の発明と知的所有権３が理解できる。

2ndQ

9週 技術の発明と知的所有権4 技術の発明と知的所有権４が理解できる。
10週 技術の発明と知的所有権5 技術の発明と知的所有権５が理解できる。
11週 現在の社会問題を考察する1 現在の社会問題を考察するできる。
12週 現在の社会問題を考察する2 現在の社会問題を考察するできる。
13週 現在の社会問題を考察する3 現在の社会問題を考察するできる。
14週 現在の社会問題を考察する4 現在の社会問題を考察するできる。

15週 現在の社会問題を考察する5 現在の社会問題を考察するでき、レポートにまとめる
ことができる。

16週 アンケート 全体の内容を振返り、自分の意見をまとめることがで
きる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 0 0 0 10 0 100
基礎的能力 10 0 0 0 0 0 10
専門的能力 10 0 0 0 0 0 10
分野横断的能力 70 0 0 0 10 0 80



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 特別研究Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0077 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 8
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 各研究テーマに関する参考書や学術論文
担当教員 青木 優介
到達目標
・ 研究成果について、発表・討論する能力を身につける。
・ 与えられたテーマについての専門知識を身につける。
・ これまで学んだ専門科目の知識を活用し、自発的に問題を解決する能力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 研究成果について、発表・討論す
る応用能力を身につける。

研究成果について、発表・討論す
る能力を身につける。

研究成果について、発表・討論す
る能力を身につけられない。

評価項目2 与えられたテーマについての専門
知識の応用を身につける。

与えられたテーマについての専門
知識を身につける。

与えられたテーマについての専門
知識を身につけられない。

評価項目3
これまで学んだ専門科目の知識を
活用し、自発的に問題を解決する
応用能力を身につける。

これまで学んだ専門科目の知識を
活用し、自発的に問題を解決する
能力を身につける。

これまで学んだ専門科目の知識を
活用し、自発的に問題を解決する
能力を身につけられない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等



概要

特別研究発表会：年度末に実施する。
特別研究論文：年度末に提出する。
予定される研究テーマを以下に示す。

主　査：石川　雅朗
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：魚道の水理特性と魚の遡上行動特性

主　査：上村繁樹
副　査：大久保努
テーマ：DHSリアクターにおける重金属蓄積機構の解明

主　査：鬼塚信弘
副　査：石井建樹
テーマ：砂鉄混合土の液状化強度特性

主　査：鬼塚信弘
副　査：青木優介
テーマ：フライアッシュ混合土の強度特性

主　査：島﨑彦人
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：人工衛星リモートセンシングによる広域環境監視

主　査：島﨑彦人
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：小型無人航空機システムを用いた生息環境調査

主　査：島﨑彦人
副　査：湯谷賢太郎
テーマ：エージェントベースモデルによる環境動態シミュレーション

主　査：青木優介
副　査：鬼塚信弘
テーマ：高温の溶融金属の落下を受けたコンクリートの損傷状況

主　査：青木優介
副　査：鬼塚信弘
テーマ：鉄粉散布法による鋼材腐食発生限界塩化物イオン濃度の設定に関する検討

主　査：青木優介
副　査：石井建樹
テーマ：新設コンクリート中の鋼材腐食発生限界塩化物イオン濃度の早期判定手法

主　査：青木優介
副　査：石井建樹
テーマ：硝酸銀溶液噴霧法の実施時の各種条件が結果に与える影響

主　査：石井建樹
副　査：青木優介
テーマ：複合材料における強度発現メカニズムの解明

主　査：石井建樹
副　査：青木優介
テーマ：複合材料における微視的異方性の影響

主　査：湯谷賢太郎
副　査：島﨑彦人
テーマ：トウキョウサンショウウオの基礎的生態と保全に関する研究

主　査：大久保努
副　査：上村繁樹
テーマ：灌漑利用時におけるノロウイルスを対象とした定量的微生物リスク評価

授業の進め方・方法 研究は主査教員、副査教員の指導のもと、年間を通して自ら自主的に進める。研究の成果を特別研究発表会にて発表し
、デザイン能力やコミュニケーション能力を高めるとともに、特別研究論文を作成して論理的記述力を高める。

注意点 研究は自ら思考して自主的に進めるものであり、講義や実験とは全く異質のものであることを認識することが大切であ
る。研究成果を学会等で発表することは、研究の客観的評価が得られるため、積極的な外部への発表を心がける。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 特別研究Ⅰの課題抽出と研究計画 特別研究Ⅰの成果から今後の課題とその研究計画を検
討することができる。

2週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
3週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
4週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
5週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
6週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
7週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
8週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。

2ndQ

9週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
10週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
11週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
12週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
13週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
14週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
15週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。



16週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。

後期

3rdQ

1週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
2週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
3週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
4週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
5週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
6週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
7週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。

8週 特別研究論文の作成 専門知識を身につけ、その知識を活用しながら論理的
な論文を作成することができる。

4thQ

9週 特別研究論文の作成 専門知識を身につけ、その知識を活用しながら論理的
な論文を作成することができる。

10週 抄録作成 専門知識を身につけ、その知識を活用しながら論理的
な抄録を作成することができる。

11週 発表資料作成 研究成果について、発表・討論するための発表資料を
作成することができる。

12週 発表練習 研究成果について、発表・討論するための練習を行う
ことができる。

13週 特別研究発表会 研究成果について、発表・討論することができる。
14週 特別研究論文の推敲 自ら思考して自主的に研究を進めることができる。
15週 特別研究論文の完成 特別研究論文を完成させ提出することができる。

16週 研究の統括
年間を通して、専門科目の知識を活用し、自発的に問
題を解決する能力を身につけたかどうかを確認するこ
とができる。

評価割合
発表会 論文 合計

総合評価割合 40 60 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 40 60 100
分野横断的能力 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 特別演習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0078 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 土木技術体系化研究会(編)『土木技術検定試験-問題で学ぶ体系的知識』ぎょうせい、2011年
担当教員 上村 繁樹,原田 健二
到達目標
・環境建設工学分野についての幅広い基礎知識と専門知識を有し、土木学会の土木技術検定試験レベルの問題 （共通問題＆専門問題）に概ね正
答することができる。
・論理的な論文を書くことができる。
・自らの研究成果を少ない紙面上にまとめて表示することができる。
・研究を分かりやすくプレゼンテーションできる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
土木学会の土木技術検定試験レベ
ルの問題 （共通問題＆専門問題
）に正答することができる。

土木学会の土木技術検定試験レベ
ルの問題 （共通問題＆専門問題
）に概ね正答することができる。

土木学会の土木技術検定試験レベ
ルの問題 （共通問題＆専門問題
）を正答できない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

環境建設工学は、技術者倫理や数学、物理、情報、確率・統計、工業英語が基礎となって、土木材料、施工、建設マネ
ジメント、構造工学、地震工学、維持管理工学、地盤工学、水工学、土木計画学、交通工学、土木環境システムの分野
がある。これらの幅広い基礎＆専門知識を修得することは不可欠であり、自ら理解することはもちろんのこと、お互い
が教え合うことでより理解が深まる。また、自らの研究内容を簡潔に的確に伝えるためには、論理的記述力やプレゼン
テーション力が必要となり、既往の研究の洞察力もこれらの力を応用して養われたものである。本科目は土木技術体系
化研究会(編)『土木技術検定試験-問題で学ぶ体系的知識』などを参考にしながら演習を進め、論理的記述力やプレゼン
テーション力の向上を図る授業を学ぶ。

授業の進め方・方法
前期の授業は教室で環境建設工学に関する幅広い基礎＆専門知識の修得を目指し、学生が輪番で自ら講師役となって講
義を受ける学生に対し教授する演習形式である。後期は教室で論理的記述力・プレゼンテーション力の向上を図るため
に、自ら取り組んでいる研究についての概要を作成したり、関連の研究についての概要を作成したりする演習形式であ
る。

注意点
・ 前期の演習には電卓が必須であり、必ず持参する。
・ 本講義は、演習を通して環境建設工学に関する幅広い基礎＆専門知識の修得と論理的記述力・プレゼンテーション力
の向上を目指すものである。特に知識の修得レベルの確認とし て、土木学会の土木技術検定試験の受験を強く推奨する
。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 前期のガイダンス（概要・達成目標・評価方法等）に
ついて理解できる。

2週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題①
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

3週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題①
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

4週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題①
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

5週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題①
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

6週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題①
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

7週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題①
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

8週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題①
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

2ndQ

9週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題②
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

10週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題②
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。



11週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題②
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

12週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題②
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

13週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題②
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

14週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題②
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

15週 土木学会土木技術検定試験レベルの演習問題②
土木学会土木技術検定試験レベルの問題（共通問題
＆専門問題）の演習に取り組み、自己採点を行い、不
正解問題については受講生間で相互に教えあうことが
できる。

16週 前期の総復習 前期の授業内容を復習し、その内容を理解できる。

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 後期のガイダンス（概要・達成目標・評価方法等）

2週 研究論文作成演習
自らの研究をまとめたレポートを作成する。レポート
は受講生間のピアレビュ―および特別研究の主査・副
査によって査読する。

3週 研究論文作成演習
自らの研究をまとめたレポートを作成する。レポート
は受講生間のピアレビュ―および特別研究の主査・副
査によって査読する。

4週 研究論文作成演習
自らの研究をまとめたレポートを作成する。レポート
は受講生間のピアレビュ―および特別研究の主査・副
査によって査読する。

5週 研究論文作成演習
自らの研究をまとめたレポートを作成する。レポート
は受講生間のピアレビュ―および特別研究の主査・副
査によって査読する。

6週 研究論文作成演習
自らの研究をまとめたレポートを作成する。レポート
は受講生間のピアレビュ―および特別研究の主査・副
査によって査読する。

7週 研究論文作成演習
自らの研究をまとめたレポートを作成する。レポート
は受講生間のピアレビュ―および特別研究の主査・副
査によって査読する。

8週 研究論文作成演習
自らの研究をまとめたレポートを作成する。レポート
は受講生間のピアレビュ―および特別研究の主査・副
査によって査読する。

4thQ

9週 プレゼンテーション演習 自らの研究内容についてプレゼンテーションを行い
，受講生間のピアレビューによって研鑽する。

10週 プレゼンテーション演習 自らの研究内容についてプレゼンテーションを行い
，受講生間のピアレビューによって研鑽する。

11週 プレゼンテーション演習 自らの研究内容についてプレゼンテーションを行い
，受講生間のピアレビューによって研鑽する。

12週 プレゼンテーション演習 自らの研究内容についてプレゼンテーションを行い
，受講生間のピアレビューによって研鑽する。

13週 プレゼンテーション演習 自らの研究内容についてプレゼンテーションを行い
，受講生間のピアレビューによって研鑽する。

14週 プレゼンテーション演習 自らの研究内容についてプレゼンテーションを行い
，受講生間のピアレビューによって研鑽する。

15週 プレゼンテーション演習 自らの研究内容についてプレゼンテーションを行い
，受講生間のピアレビューによって研鑽する。

16週 後期の総復習 後期の授業内容を復習し、その内容を理解できる。
評価割合

試験 課題 合計
総合評価割合 0 100 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 0 100 100
分野横断的能力 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 環境工学特論
科目基礎情報
科目番号 0079 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 必要に応じて資料を配布
担当教員 大久保 努
到達目標
主に我が国の治水や利水にまつわる歴史や文化，地理的特徴について理解する
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
治水・利水技術 治水・利水技術を理解できる 治水・利水技術を概ね理解できる 治水・利水技術を理解できない
伝統的河川工法 伝統的河川工法を理解できる 伝統的河川工法を概ね理解できる 伝統的河川工法を理解できない
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
かつて四大文明は河川のもとで誕生しました。我が国の戦国時代では「川を治めるものは国を治める」といわれていま
した。河川と我々の暮らしは密接な関係があり，また，それぞれの時代で人と河川との関わり方も変化してきました。
過去の歴史を学び，今後の我々と河川との関わりはどうあるべきかを考えます。

授業の進め方・方法 ・レポート課題（50%）と発表（50%）で評価する
注意点 授業時間90分に対して参考図書等を活用して180分以上の自学自習を行うこと。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 講義の説明と図書の紹介
2週 私たちの暮らしと土木 河川における防災・減災技術を理解
3週 日本の近代土木を築いた人びと 土木史を理解
4週 民衆のために生きた土木技術者たち 土木史を理解
5週 千葉県の治水・利水技術と歴史① 千葉県の治水・利水史を理解
6週 千葉県の治水・利水技術と歴史② 千葉県の治水・利水史を理解
7週 千葉県の治水・利水技術と歴史③ 千葉県の治水・利水史を理解
8週 レポート作成 レポートを作成し，お互いにレビューする

4thQ

9週 環境の世紀を目前にして 河川環境技術について理解
10週 多自然川づくりと伝統的河川工法① 他国の川づくりについて理解
11週 多自然川づくりと伝統的河川工法② 具体的な計画と設計法について理解
12週 河川伝統工法 河川伝統工法を理解
13週 レポート作成 レポート課題を説明
14週 レポート作成 レポートを作成し，お互いにレビューする
15週 発表会① 受講学生間で討議
16週 発表会② 受講学生間で討議

評価割合
レポート 発表 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 25 0 25
専門的能力 25 0 25
分野横断的能力 0 50 50



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 応用材料工学
科目基礎情報
科目番号 0080 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 担当者作成の資料を使用する
担当教員 青木 優介
到達目標
・コンクリート構造物の非破壊検査を理解する。
・コンクリート構造物の維持管理を理解する。
・コンクリート構造物の補修について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

非破壊検査 コンクリート構造物の非破壊検査
について他者に説明できる。

コンクリート構造物の非破壊検査
について理解できる。

コンクリート構造物の非破壊検査
について理解できない。

維持管理 コンクリート構造物の維持管理に
ついて他者に説明できる。

コンクリート構造物の維持管理に
ついて理解できる。

コンクリート構造物の維持管理に
ついて理解できない。

補修 コンクリート構造物の補修につい
て他者に説明できる。

コンクリート構造物の補修につい
て理解できる。

コンクリート構造物の補修につい
て理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
・コンクリート構造物の現状と課題について学ぶ。
・コンクリート構造物の診断にあたって，非破壊検査ならびに微破壊検査を体験し，理解する。
・コンクリート構造物の補修方法について学ぶ。

授業の進め方・方法 ・実橋の点検やコンクリートコア採取など，実習形式を多く取り入れる。

注意点
・点検や作業も安全第一である。緊張して参加すること。
・本科目は学修単位科目であり，授業時間の2倍以上の自学自習時間を要する。
・寒い時期の作業になることもある。防寒など万全で臨むこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
説明資料の配布 本科目の方針や評価方法を学ぶ

2週 コンクリート構造物の現状と課題 コンクリート構造物の現状と課題について学ぶ
3週 点検の前に－コンクリート橋の基本－ ＲＣ，ＰＣ橋のちがい，橋の部分の名称などを学ぶ
4週 点検の前に－要求性能と劣化メカニズム－ 構造物の要求性能と劣化メカニズムを学ぶ
5週 構造物の点検実習① 実橋を対象に構造物の点検実習を行う
6週 構造物の点検実習② 実橋を対象に構造物の点検実習を行う
7週 構造物の点検実習③ 点検データシートの作成を行う

8週 授業アンケート回答
構造物診断の流れ　　

授業アンケートに回答する
構造物診断実習の流れを学ぶ

4thQ

9週 構造物の診断実習① 鉄筋探査とコア採取を実習する
10週 構造物の診断実習② 中性化深さ測定および劣化予測を実習する
11週 構造物の診断実習③ 反発硬度法による圧縮強度の推定を行う
12週 構造物の補修 構造物の補修について学ぶ
13週 レポート作成演習① レポートの作成演習を行う
14週 レポート作成演習② レポートの作成演習を行う
15週 授業の総括 授業を振り返る
16週

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
非破壊検査 0 40 0 0 0 0 40
維持管理 0 40 0 0 0 0 40
補修 0 20 0 0 0 0 20



木更津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 応用地盤工学
科目基礎情報
科目番号 0081 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境建設工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布資料
担当教員 鬼塚 信弘
到達目標
・発生土利用の考え方を理解できる。
・発生土の土質区分、適用用途について理解できる。
・発生土の用途別利用方法を理解できる。
・発生土の力学特性を理解しながら、土の破壊基準と土の異方性について理解ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 建設発生土の有効利用の応用につ
いて理解できる。

建設発生土の有効利用の基礎を理
解できる。

建設発生土の有効利用の基礎を理
解できない。

評価項目2 建設発生土を用いた建設工事の設
計施工に幅広く応用できる。

建設発生土を用いた建設工事の設
計施工に応用できる。

建設発生土を用いた建設工事の設
計施工に応用できない。

評価項目3 建設発生土の力学特性の応用につ
いて理解できる。

建設発生土の力学特性の基礎を習
得できる。

建設発生土の力学特性の基礎を理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

現在、土の構造物を建設するにあたって、新材はもとより建設発生土などの再生材の性質を知らなければならない。後
者の建設発生土については、国土交通省が関係機関へ通知した「発生土利用基準」に基づき、有効利用されている。し
かし、建設発生土は土と同様に特異な性質を持つと同時に、建設発生土を地盤とした時の特有な現象も見られることか
ら、建設発生土の土構造物の安定性や建設発生土地盤内を透水する地下水の状態を把握することも重要である。本科目
は、建設発生土の物理現象や化学現象、土質試験法を学ぶ。

授業の進め方・方法 授業は教室で配布資料に沿って行う講義を中心に、理解度を上げるために実験を取り入れた形式で行う。授業内容・方
法は建設発生土の有効利用、建設発生土の力学特性の内容を講義中心に理解を深める。

注意点

近年、ものをリサイクルすることが推進され、地盤工学分野においても建設工事に伴う発生土を有効利用する動きが広
まっている。発生土を有効利用する上で、発生土利用基準の適合や技術的な課題を明確にする必要がある。これを機会
に土質力学、地盤工学について復習してほしい。また、「土木学会論文集」、「土木学会誌」、「土と基礎」などの論
文や学会誌、雑誌、地盤に関する本にも親しむことを推奨する。授業90分に対して、配布資料や補助教科書、参考図書
などを活用して180分以上の予習・復習を行うこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 建設発生土の有効利用 発生土利用の概要について理解できる。
2週 建設発生土の有効利用 発生土利用の考え方を理解できる。
3週 建設発生土の有効利用 発生土利用の考え方を理解できる。
4週 建設発生土の有効利用 発生土の土質区分、適用用途について理解できる。
5週 建設発生土の有効利用 発生土の土質区分、適用用途について理解できる。
6週 建設発生土の有効利用 発生土の用途別利用方法を理解できる。
7週 建設発生土の有効利用 発生土の用途別利用方法を理解できる。
8週 前期中間試験 前期中間試験までの学習内容を理解できる。

2ndQ

9週 前期中間試験の解説 前期中間試験答案を返却し、解説を受けて確認できる
。

10週 建設発生土の力学特性 発生土の力学特性を理解しながら、土の破壊基準と土
の異方性について理解ができる。

11週 建設発生土の力学特性 発生土の力学特性を理解しながら、土の破壊基準と土
の異方性について理解ができる。

12週 建設発生土の力学特性 発生土の力学特性を理解しながら、土の破壊基準と土
の異方性について理解ができる。

13週 建設発生土の力学特性 発生土の力学特性を理解しながら、土の破壊基準と土
の異方性について理解ができる。

14週 建設発生土の力学特性 発生土の力学特性を理解しながら、土の破壊基準と土
の異方性について理解ができる。

15週 前期定期試験 実施しない。
16週 前期定期課題の解説 前期定期課題の解説を受けて、確認できる。

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0


